
科目番号 １０３ 

授 業 

科目名 
民法概論 必 修 開講年次 １ 単位数 ２ 

科目区分 専門科目／教科に関する科目（公民・社会） 

サブ       

タイトル 
民法のルールとしくみを学ぶ 担当者 関 義央 

講義概要 

【概要】 

私法の一般法であり、わが国の法体系の中で憲法と並んで重要視される「民法」の全体を講義対

象とし、その基本的なルール（規範）としくみ（体系）を中心に学ぶ。 

 

【到達目標】 

１．民法の基本的なルールとしくみについて理解し、他者に説明できるだけの能力を取得する。 

２．民法を題材に社会における法の役割について理解する。 

 

履修条件 
特になし 

教科書・

参考書 

【教科書】潮見佳男ほか「18 歳からはじめる民法」（法律文化社、2010 年） 

平成 23 年版の小型六法（出版社は問わない。判例付きでなくてもよい） 

【参考書】必要に応じて授業中に指示する。 

授業回数 内容  

1 ガイダンス 

2 バイクで人身事故を起こしたら 

3 インターネット上で中傷されたら 

4 買った自動車が故障していたら 

5 スーパーで食品を買ったら 

6 インターネット通販で靴を買ったら 

7 友人に貸した自転車を取り戻したい 

8 入学するときにお金を借りたら 

9 アパートを借りたら 

10 親が家を新築したら 

11 ある友達の「結婚」 

12 親が離婚したら 

13 祖母が認知症になったら 

14 祖父が亡くなったら 

15 民法の世界を整理したら 

評価方法 
主に授業内での小テストの成績により評価するが、レポートを課す場合もある。詳細は第 1 回の講義

で説明する。 

評価基準 

上記授業単元の内容について、これをよく理解し、適切に表現できた者には「A」を与える。単元の

内容についての理解や表現に不適切な点がある者はその程度に応じて「B」または「C」とし、単元の

内容についての理解自体が不十分な者はその程度に応じて「D」または「E」とする。 

その他 
・携帯電話は電源を切るか、マナーモードにすること。 

・私語は厳禁。 

 


